
11 月 1 日を「三原教育の日」に制定 
　三原市は、心豊かで明るく楽しい三原市の未来

を願い、思いやりのある心の教育を展開していま

す。新しい時代の新たな教育を創造するため、平成

21 年９月の定例市議会で、11 月１日を「三原教

育の日」と定め、市民協働で教育に対する取り組み

を推進し、「教育のまち～三原」をめざすことが決

議されました。 
　教育委員会では、「三原教育の日」の前後１か月

を「三原教育月間」と定めて、全ての市民の皆さん

に「三原の教育」について、理解と関心を深めても

らうよう様々な取り組みを進めていきます。 
　また、『たくましく生きる力を育む三原教育宣

言』に基づき、三原の宝である子どもたちが、これ

からの時代をたくましく生きるための力を、バラ

ンス良く育成するため、学校・家庭・地域が連携し

市民全体で、子育て『金のルール』を推進します。

たくましく生きる力を育む三原教育宣言 
　子どもたちは未来の宝です　子どもたちが三原の未来をひらきます 

しかし　子どもたちをとりまく現実はどうでしょう 
核家族化　少子化　情報化　などの急激な進展で子どもたちを取り

巻く環境は大きく変化してきました 
善悪の判断　がまんすること　人として大切にしなければならない

ルールを守る意識も薄れてきました 
こんな時代だからこそ　子育てや教育も　社会全体で取り組まなけ

ればなりません　 
学校・家庭・地域　が一体となって　子どもたちが　自ら律し　他人

と協調し　様々な問題に対応し解決できるように　これからの時代を

たくましく生きる力を育成しなければなりません 
変化の激しいこれからの社会をたくましく生きるためには 
「知：確かな学力」　「徳：豊かな心」　「体：健やかな体」　を 

バランス良く育てることが大切です 

そのためにの元気の素となる　「金のルール」を定めました 
きん

～「早寝・早起き・朝ごはん・読書・あいさつ・靴そろえ」～ 
　　　　　　　　　　　　　　　をみんなで大切にしましょう 

さあ　学校・家庭・地域　みんなで始めましょう　「金のルール」の

取り組みを　そして　市民協働による　新たな三原の教育を 平成 21 年 11 月　三原市教育委員会


